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十分な感染症対策をして臨む 華やかな振り袖に
身を包み

４人一緒に〝はいチーズ！〟吉田栄光町長と肘タッチをする石井京輔さん 晴れ姿を見守るご家族の皆さん
久しぶりの再会を喜び、笑顔が華やぐ

渡邉なつみさん、根本菜摘さん、佐々木涼さん、遠藤優希さん

作成した動画は
YouTube

「なみえチャンネル」
で公開しています。

浪
江
町
だ
か
ら
こ
そ
の

伝
統
と
食
か
ら
技
を
知
る

特
急
ひ
た
ち
に
ゆ
ら
れ
、
初
め
て

浪
江
町
に
到
着
し
た
二
人
は
、
駅
で

目
に
し
た
「
じ
ゃ
ら
ん
」
を
片
手
に

旅
を
始
め
ま
す
。

広
が
る
自
然
と
浪
江
の
町
並
み
、

地
元
愛
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
、
道
の
駅
な
み
え
併
設
の
「
な

み
え
の
技
・
な
り
わ
い
館
」
で
は
、

〝
な
み
え
の
技
〞
を
経
験
し
ま
し
た
。

初
め
て
経
験
す
る
陶
芸
体
験
で

は
、
大
堀
相
馬
焼
伝
統
工
芸
士
の
小

野
田
利
治
さ
ん
か
ら
、
伝
統
と
技
を

学
び
な
が
ら
、「
大
堀
相
馬
焼
」
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
併
設
の

「SakeK
ura

ゆ
い
」
で
食
べ
た
壽

甘
酒
プ
リ
ン
ソ
フ
ト
は
、
酒
造
り
の

中
で
生
ま
れ
た
〝
な
み
え
の
技
〞を

知
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。　

　
　
　あた
り
前
に
あ
る
幸
せ

他
人
事
か
ら
自
分
事
へ

二
日
目
に
立
ち
寄
っ
た
震
災
遺
構

浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
で
は
、
震
災

の
記
憶
を
目
に
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
た
つ
も
り
に
な
っ

て
い
た
被
災
地
の
状
況
は
、何
も
知
ら

な
か
っ
た
の
だ
と
気
が
付
き
ま
し
た
。

地
震
や
津
波
の
怖
さ
、
当
た
り
前

の
幸
せ
が
失
わ
れ
る
苦
し
み
、
原
発

事
故
に
よ
る
不
安
な
日
々
と
長
い
避

難
生
活
。

当
時
の
皆
さ
ん
の
想
い
に
ふ
れ
、

自
分
事
と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

地
元
愛
か
ら
繋
が
る
文
化

町
民
の
想
い
が
心
に
残
る

東
日
本
大
震
災
で
人
口
が
ゼ
ロ
に

な
っ
た
町
に
人
が
戻
り
、
た
く
さ
ん

の
人
の
想
い
が
伝
統
や
文
化
を
守
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
地
元
を
愛

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
町
の
人
た
ち
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る

旅
と
な
り
ま
し
た
。

浪
江
町
で
過
ご
し
た
一
泊
二
日
の

旅
は
、
過
去
と
未
来
、
そ
し
て
人
と

人
と
の
繋
が
り
を
実
感
す
る
〝
浪
江

町
で
し
か
体
験
で
き
な
い
〞
旅
に
な

り
ま
し
た
。

女
子
二
人
で
始
ま
っ
た
一
泊
二
日
の
浪
江
旅
。

そ
こ
で
目
に
し
た
の
は
、
震
災
の
爪
痕
と
浪
江
で

生
き
る
人
々
の
笑
顔
で
し
た
。

│ 

ど
こ
に
も
な
い
、こ
こ
だ
け
の
魅
力

動画紹介
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浪江町の魅力を発信したい。
そんな想いから動画制作が始まり、浪江町に住む皆さんの協力と、一人ひとり

が持つ〝熱意のバトンタッチ〟で、一本の動画が完成しました。動画撮影の原動
力となった想いや撮影風景の様子、作成した動画の概要を紹介します。
この動画は声優の山田麻莉奈さんと小坂井祐莉絵さんにご出演いただき、復興

庁からの福島再生加速化交付金を活用しています。
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十分な感染症対策をして臨む 華やかな振り袖に
身を包み

４人一緒に〝はいチーズ！〟吉田栄光町長と肘タッチをする石井京輔さん 晴れ姿を見守るご家族の皆さん
久しぶりの再会を喜び、笑顔が華やぐ

渡邉なつみさん、根本菜摘さん、佐々木涼さん、遠藤優希さん

震
災
の
記
憶
、加
速
す
る
風
化

東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
が
経
過
し
、
時

の
経
過
と
共
に
、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
り
、
浪
江
町
を
訪
れ
る
人
が
減
少
す
る
な

ど
震
災
の
記
憶
の
風
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

震
災
の
記
憶
や
教
訓
を
知
る
機
会
が
減
っ

て
い
く
一
方
、
浜
通
り
に
対
す
る
放
射
能
に

よ
る
風
評
被
害
は
根
強
く
残
っ
た
ま
ま
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
復
興
が
進
む
姿
や
震
災
の
記
憶

と
教
訓
、
浪
江
町
な
ら
で
は
の
魅
力
を
県
外

に
発
信
す
る
こ
と
で
「
浪
江
町
の
放
射
能
に

よ
る
風
評
を
払
拭
し
、
東
日
本
大
震
災
の
記

憶
や
教
訓
を
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
、
考
え
ま
し
た
。

過
去
と
未
来
が
交
わ
る
時
間
、

想
い
と
人
が
交
差
す
る
町

浪
江
町
は
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
の

記
憶
と
教
訓
、
水
素
を
利
活
用
し
た
未
来
へ

の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
、
過
去
と
未
来

の
時
間
軸
が
交
わ
る
町
。
そ
し
て
、
一
人
ひ

と
り
の
想
い
が
人
と
人
を
繋
ぎ
、
町
民
と
浪

江
町
に
訪
れ
た
人
々
が
ふ
れ
あ
う
美
し
い
町

で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
想
い
、
町
に
住
ま
う

人
々
、
町
そ
の
も
の
に
魅
力
が
あ
る
の
で
す
。

浪
江
町
の
魅
力
＝
想
い×

人×

熱
意

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
浪
江
町
を
想
う

気
持
ち
」
と
「
浪
江
町
に
住
む
人
」
と
「
復

興
へ
の
熱
意
」
の
掛
け
算
が
、
私
た
ち
の
魅

力
へ
と
繋
が
る
の
で
す
。

ど
れ
か
一
つ
で
も
欠
け
て
し
ま
う
と
、
私

た
ち
の
魅
力
は
た
ち
ま
ち
、
ゼ
ロ
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
想

い
や
熱
意
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
私
た
ち

の
魅
力
を
高
め
続
け
、
無
限
大
の
魅
力
と
な

る
の
で
す
。

女
子
旅
で
見
つ
け
た

地
元
愛
あ
ふ
れ
る
町
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十分な感染症対策をして臨む 華やかな振り袖に
身を包み

４人一緒に〝はいチーズ！〟吉田栄光町長と肘タッチをする石井京輔さん 晴れ姿を見守るご家族の皆さん
久しぶりの再会を喜び、笑顔が華やぐ

渡邉なつみさん、根本菜摘さん、佐々木涼さん、遠藤優希さん

動
画
か
ら
始
ま
る
〝
縁
〞

動
画
制
作
に
あ
た
り
、〝
浪
江

町
に
生
き
る
人
〞
そ
の
も
の
が
浪

江
町
の
魅
力
で
あ
る
と
考
え
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
出
演
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得

ら
れ
た
の
も
、
私
た
ち
の
事
業
目

的
に
賛
同
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
な
く
、「
地
元
、
浪
江
町
を

愛
し
て
い
る
」
と
い
う
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
熱
意
が
動
画
制
作
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
へ
の
風
化
防

止
・
風
評
払
拭
に
は
、
動
画
を
見

た
県
外
の
人
や
震
災
を
知
ら
な
い

若
い
世
代
を
含
め
た
幅
広
い
世
代

に
「
浪
江
町
の
魅
力
」
を
伝
え
、

浪
江
町
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
最
初
の
一
歩
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
動
画
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
浪
江
町
に
人
が
訪
れ

「
動
画
か
ら
始
ま
る
縁
」
が
町
民

の
皆
さ
ん
の
励
み
や
喜
び
に
繋
が

る
の
だ
と
、
確
信
し
て
い
ま
す
。

浪江の水産物を使ったレシピもお土産に浪江の水産物を使ったレシピもお土産に浪江の水産物を使ったレシピもお土産にグルメの思い出は、西内学さんとシェアグルメの思い出は、西内学さんとシェアグルメの思い出は、西内学さんとシェア
「請戸の魚介を提供したい」想いを
乗せた〝海鮮にじ色だし茶漬け〟

三百年以上続く、なみえの技
思い出も成形

震災以降、浪江町は知っている人が減ってい
たり、町並みそのものが無くなっていたりと寂
しくなっています。
私自身が町の発展に貢献できることは少ない

ですが「〝食〟をきっかけに町の手助けになりた
い」と、思っています。
浪江町は集客力のある観光地が少ない町です

が、相馬野馬追や十日市祭など人が集まりやす
いイベントもあります。しかし、私が動画制作
にボランティアとして参加したのは、このよう
な事業を通して、若い人が浪江町を知ってくれ
たり、来てくれるきっかけに貢献できればと考
えたからです。
町の中にはおいしいグルメを提供するお店が

多いので、浪江町に訪れて、グルメを楽しんで
もらいたいです。〝食〟を通して人が集まる町に
なっていくことを期待しています。

食を通して
浪江町に人が集まる
きっかけへ
西内食堂

西内 　学 さん（西台）

2020年２月に浪江町で水産加工業を再開しま
した。私は「浪江産の魚が全国で評価される日
を取り戻したい、全国にお届けしたい」という
夢があります。
動画配信がきっかけで、浪江産の魚のことを

〝知る〟ということに繋がっていけばと思ってい
ます。浪江町で事業を再開するにあたり、不安
と心配も多く、とてもネガティブになっていま
したが、〝やってみないと始まらない〟のだと気
が付き、再開に踏み出しました。
今は浪江町の漁業復活へのスタート地点に
立っている段階です。自分にできることで、地
元に貢献したいと考え、動画への協力も〝やっ
てみないと始まらない〟という考えで参加して
います。
あきらめずに頑張ることで、必ず浪江町の魚
が再評価される日を取り戻せるのだと確信して
います。

浪江産の水産物を
復活させたい

有限会社柴栄水産

柴　　強 さん（北幾世橋）
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動画制作に参加した皆さんはどのような気持ちで協力してくれたのでしょうか。
浪江町に住む一人ひとりの〝熱意〟が最高のバトンタッチとなり、１シーン、１シー
ンを繋いでいます。
動画制作にご協力いただいた４人に動画撮影の感想や浪江町に対する想いなどを

聞きました。

十分な感染症対策をして臨む 華やかな振り袖に
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── 動画制作への想いで生まれた縁 ──

大堀相馬焼は三百年前から続いてきた伝統工
芸です。昔からの技を受け継ぐだけではなく、
伝統を維持しながらも新しいものを取り入れて
いく必要があります。新しいことを取り入れる
伝統だからこそ、大堀相馬焼の特徴である二重
焼へ繋がったのだと思います。
若い世代には、大堀相馬焼を知って、「自分の
感性に従った〝伝統文化を体感〟して欲しい」
と、思っていました。
今回の撮影では、ろくろを使っての成形や絵

付けを通して伝統文化を体感してもらいまし
た。その中で、私自身も「若者ならではの感
性」を学ぶことができ、この感性が大堀相馬焼
の発展にも繋がっていければと思いました。ま
た、動画を通して、多くの人に大堀相馬焼を
知ってもらって、次世代へ伝統のこころを繋げ
たいと思いました。

浪江に受け継がれる
伝統のこころを
次世代へ
大堀相馬焼春山窯

小野田 利治 さん（大堀）

私自身にできることは、多くはありませんが
これまでに受けてきた「〝恩〟を返していきたい
という想い」があります。
避難指示が解除され、2016年の10月に浪江町
仮設商業施設まち・なみ・まるしぇで「海鮮和食
処くろさか」の暖 を掲げ、2021年３月からは
権現堂に新築したお店で営業をしています。当時
から、お世話になっている人や浪江町に協力でき
ることがあれば応えていきたいと考えています。
浪江町はこれから浪江駅周辺の整備事業や福
島国際研究教育機構などで変わっていくのだと
思っています。動画をきっかけに浪江町を知っ
た人たちが、移り変わっていく町の様子や田舎
ならではの自然が広がる風景を体感して欲しい
と思っています。
今後もゆっくりと楽しめる空間を提供できる
ように、そして浪江町を守れるよう頑張ってい
きたいと思っています。

浪江町の一員として
地元を守り続ける

海鮮和食処くろさか

黒坂  千潮 さん（権現堂）

〝 〟
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